
積込み作業開始時間の指定による手待ち・拘束時間の短縮 神奈川県
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発荷主企業：JXTGエネルギー（株）川崎製造所

川崎市川崎区にある石油化学プラント、石油化学製品等を製造
元請運送事業者：（株）日新

国内輸送、国際輸送（フォワーディング）、倉庫·保管、引越など、広く総合物流業を展

開
実運送事業者：新栄運輸（株）

（株）日新の実運送部門として、タンクローリー輸送、国際海上コンテナ輸送等を実施
着荷主企業：日本合成樹脂（株）

JXTGエネルギー（株）の100％出資企業で合成樹脂を製造。
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●積込み作業開始時間の指定による手待ち·拘束時間の短縮
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① 朝一番の積込み順の手待ち時間の発生

朝一番の積込みの際に、積込みの順番待ちが生じたり、納入先での到着時刻が指定されている車

両や倉取り（着荷主からの引取り手配）車両の積込みが優先される場合があり、手待ち時間が発生

するケースが散見される。

① 積み込み作業の順番の計画化・明確化

積み込み作業の順番を計画的に、時間の目途を指定する仕組みの導入が望まれる。

1)積込み時間（時間帯）指定の導入

1時間に積込みができる台数を見込み、それにオーダーを組み合わせる簡便な方法（紙面や

パソコン上で積込みの時間枠を埋めていくなど）で管理ができないか。

2)トラック予約受付システム（積込みレーン予約システム）の導入

② 到着時刻指定の見直し（当該輸送以外を対象）

③ 積込み·取卸し設備の改良（当該輸送）

① 時間指定により到着から積込み作業開始までの検量及び手待ち時間の短縮

積込み時の待機時間が、平均51分から平均29分へと22分短縮された。月間に換算すると、22分

X10日（月間稼働日）＝3.7時間の短縮となった。

② 拘束時間の短縮

1日の拘束時間は、平均9時間04分から平均8時間へと1時間04分短縮された。月間に換算すると、

1時間04分x10日（月間稼働日）＝10時間40分／月の短縮となった。

① 時間指定を実施することで事前よりも手待ち時間が短縮することが確認できた。

② 今後、新栄運輸以外の積込み車両にも、積込みの目安時間（時間帯）を指定することで、手待ち時

間の削減ができる可能性が高いと考えられる。

③ JXTGエネルギー（株）では、既に積込時間指定の見直しについて検討する意向を示しており、具体

的な方法は、関係者間で協議を進め、早期に導入されることが望まれる。

① 運送事業者と発荷主が改善の取り組みに積極的であったことが大きい。特に発荷主であるJXTGエ

ネルギー（株）が改善の取り組みに積極的であったことが大きい。

② 今回の取り組みは、同じような貨物特性・作業特性のために運転者の労働時間短縮に取り組みか

ねている他企業等にも参考になると思われる。

87


